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せば以下のようなものである O 足し算を理解していない人*2にとっては 1+ 1 = 2と
3+2=5は互いにどの様な関連が有るのか解らないから全くの別物に見えるであろう O
その人が足し算を理解したとするとどうなるか。この二つは殆ど同じものに見えてくるだ





































































































































































重要であろう o ([5] p.46) 
コンテクストから離れた断片的な引用では、同様に容易に正反対の事をく証明>
しうる…([5]p.46) 
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*10勿論場の量子論を学ぶ以前の事である。
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? 、
?
? ??
